
 

 

［成果情報名］施肥溝切り機を用いた側条施肥による７月どりネギの生育促進効果と施肥量低減 

［要約］７月どりネギ栽培では、施肥溝切り機を用いた側条施肥で基肥を 35% 以上減肥しても

活着が促進され、生育初中期の生育量が増加する。また、茎径が太くなり、１本重量が増

加するため、慣行と同等以上の収量が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

長ネギ栽培は、降雪、積雪により作業期間が制限されるため、栽培面積や栽培期間を拡大する

ためには定植までの作業の効率化が必要であり、高能率で施肥と溝切りを同時に作業できる施肥

溝切り機が有効である。施肥溝切り機は、溝底に側条施肥できるため、肥料の利用効率を向上で

きる。また、秋田県では、収穫時期を１ヶ月早めることのできるセル成形苗を用いた７月どりネ

ギ栽培技術が確立されている。この作型では、地温の低い４月中下旬に定植することから、活着

の促進と初中期の生育量の確保が重要である。 

そこで、セル成型苗を用いた７月どりネギ栽培において、施肥溝切り機を用いた側条施肥によ

る活着と生育促進効果を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．溝切りは、作溝チゼルを装備した施肥溝切り機を用いて、側条施肥と同時に行う。施肥溝切

り機は、ロータリの後方に 2 基配置し、植え溝底を切削する作溝チゼル、深さ調節が可

能な施肥チゼルとはつ土板、溝底整形板で構成される。植え溝には、セル成形苗を植え付

け深 7cm 程度（セルの上面まで）で定植する。側条施肥位置は、苗の側方 5cm、溝底からの深

さ 7cmである（図１）。 

 

２．側条施肥により基肥窒素量を 35%減肥しても根の伸長が促進される。また、定植後の地上部

窒素含有率の低下が少なく、生育中期まで窒素含有率が高く維持される（図２）。 

 

３．側条区は活着が促進され、生育初期の地上部窒素含有率が高く維持されることにより、生育

中期の生育量が慣行区に比べ、基肥窒素量を 35～40%減肥しても同等から上回る（表１）。 

 

４．側条区は、基肥窒素量で 35～40%、総施肥窒素量で 20%程度減肥しても茎径が太く、１本重量

が慣行区と同等から上回り、面積あたり収量が 7～13%増収する（表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本試験は黒ボク土での試験であり、他の土壌条件では検討していない。 
２．肥料は、すべて速効性肥料を用いた結果である。 
３．施肥チゼルと作溝チゼルは、取り付けボルトで深さを任意に調整できる。 
４．作溝チゼル付きの施肥溝切り機は、M 社から市販化（2 基セット（施肥・農薬ホッパ、ロー

タリを除く）価格：161,000 円）されている。 



 

 

［具体的データ］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（秋田農技セ） 

［その他］ 

研究課題名：寒冷地での夏どりネギ栽培を基幹とした高効率機械化体系の確立 

予算区分：実用技術 

研究期間：2009～2010年度 

研究担当者：進藤勇人、片平光彦（山形大）、本庄求、齋藤雅憲、柴田浩 

発表論文等：1)片平ら（2006）農機誌、68(2)：94-99 

2)片平ら「砂丘地用施肥溝切り機」特開 2006-3817527 

深さ 7cm 

横 5cm 
図１ 側条施肥の施肥位置と移植の状況 

図２ 側条施肥による活着促進効果（左図：剪根苗による発根試験(2009 年)、右図：地上部

窒素含有率の推移） 
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注１：剪根試験は剪根した苗（５葉齢）をほ場に定植し、定植 19 日後（2009 年 5 月 9 日採取、定植からの深さ 7cm の平均地温 11.1℃）に採取して、発根数、総根

長を調査した（３反復（１区８個体）。苗質 A、苗質 B の乾物重、窒素含有率はそれぞれ、1.3g/個体、1.8%、1.1 g/個体、1.1%である。 

耕種概要 

栽植密度：植え付け間隔 5cm、畝間 1m 

定植日・品種：2009年 4月 17日・羽緑一本太 

2010年 4月 20日・夏扇パワー 

施肥窒素量 gN/㎡： 

2009 年 側条区 24(側条施肥 9、追肥

3+4+5+3)、2010 年 側条区 23.2(側条

施肥 8.2、追肥 3+4+5+3) 

 2009、2010年 慣行区 29(全層施肥 14、

追肥 3+4+5+3) 

定植：半自動移植機を用いて行った。 

表１　生育中期の生育状況

草丈 sd 分岐長 sd 茎径 sd 乾物重 sd 窒素吸収量 sd

cm cm mm g/㎡ g/㎡

側条 78.0 0.8 26.3 0.4 17.1 0.6 239.2 9.9 5.6 0.2

慣行 73.7 0.9 24.2 0.2 15.7 0.2 197.8 11.1 4.8 0.3

側条 70.1 3.0 23.9 1.9 16.2 0.3 150.5 11.2 3.6 0.2

慣行 69.8 1.9 23.4 0.7 15.4 0.5 145.6 9.7 3.2 0.4
2010

試験区年次

2009

注１：2009年は6月9日（定植53日後）、2010年は6月10日（移植51日後）のデータである(n=3)
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表２　側条施肥が収量及び品質に及ぼす影響

% % 本/㎡ g/本 cm mm cm g/本 mm mm cm kg/a 慣行比

側条 35 17 22 289 102.1 21.1 39.2 168 19.2 35.7 28.9 370.5 107
慣行 (100) (100) 21 278 99.3 20.9 37.6 165 18.9 34.2 28.3 347.2 (100)
側条 41 20 21 279 93.4 21.4 38.3 187 19.7 34.2 28.4 391.9 113
慣行 (100) (100) 21 252 93.5 20.4 39.3 165 18.6 35.2 28.7 347.3 (100)

注１：収量調査区の抽だい率は2009年の側条区が7%、慣行区が17%、2010年は0%であった。
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